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は
じ
め
に

　
筆
者
は
平
成
二
十
四
年
十
月
十
二
日
に
『
熱
田 

白
鳥
山
法
持
寺

史
』（
以
下
、『
法
持
寺
史
』
と
略
称
す
る
）
を
刊
行
し
た
。
刊
行

後
、
各
方
面
か
ら
御
教
示
を
受
け
、
考
察
を
進
め
て
新
事
実
が
確
認

で
き
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
今
後
も
補
訂
、

補
遺
を
続
け
、
よ
り
正
確
な
『
法
持
寺
史
』
の
完
成
を
念
願
し
て
い

る
。
昔
か
ら
住
職
と
し
て
の
報
恩
行
の
第
一
は
住
持
寺
院
の
寺
史
、

も
し
く
は
師
僧
の
行
履
、
語
録
の
編
集
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、『
法
持
寺
史
』
は
筆
者
個
人
一
代
の
仕
事
で
な
く
、
今
後
の
法

持
寺
の
後
董
に
歴
住
へ
の
報
恩
行
と
の
意
識
を
も
ち
、
資
料
蒐
集
に

努
め
て
確
か
な
『
法
持
寺
史
』
の
完
成
を
期
待
し
て
い
る
。

一
、
十
九
世
大
道
貫
宗
と
法
嗣
の
大
潮
眠
龍

　
法
持
寺
十
九
世
大
道
貫
宗
は
、
俯
貫
雄
道
の
一
番
弟
子
大
謙
拙
道

の
法
嗣
で
あ
る
。
大
謙
に
つ
い
て
は
『
法
持
寺
史
』
二
〇
七
頁
の

「
第
十
九
世
　
大
道
貫
宗
」
で
考
察
し
た
が
、
大
道
の
行
歴
の
詳
し

い
こ
と
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。
天
祐
寺
（
諫
早
市
西
小
路

町
）
に
あ
る
大
謙
の
無
縫
塔
の
台
座
に
は
「
紀
州
　
大
道
」
と
あ

り
、
こ
れ
が
大
道
貫
宗
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

　
大
道
が
法
持
寺
十
九
世
に
就
い
た
年
月
日
は
明
確
に
な
ら
な
い

が
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
十
八
世
提
禅
悦
成
は
長
興
寺
（
長

岡
市
稽
古
町
）
十
五
世
に
転
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
後
住

に
就
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
成
福
寺
（
名
古
屋
市
北
区
瑠
璃

『
熱
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光
町
）蔵
の
「
法
持
寺
世
代
示
寂
年
月
日
」に
よ
る
と
、
翌
三
年
六
月

九
日
に
示
寂
し
て
い
る
た
め
、
住
持
期
間
は
一
年
の
み
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
実
際
に
法
持
寺
の
住
持
と
な
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
後
住

（
二
十
世
）
の
大
疑
覚
道
に
よ
る
勧
請
か
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
大
道
が
住
持
し
た
紀
州
寺
院
の
歴
住
の
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
紀
州
は
現
在
の
行
政
区
分
で
和
歌
山
県
と
三
重
県
南
部
地

域
に
あ
た
り
、
該
当
者
と
思
わ
れ
る
人
は
永
明
寺
（
熊
野
市
飛
鳥

町
）
六
世
の
大
道
量
（
了
）
で
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
位
牌
に
は

大
道
量
、「
過
去
簿
」
で
は
大
道
了
と
な
っ
て
お
り
、「
過
去
簿
」
の

示
寂
日
は
「
享
和
三
亥
年
十
月
廿
八
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
道

貫
宗
と
示
寂
年
次
は
同
じ
で
あ
る
が
、
大
道
貫
宗
は
六
月
九
日
が
示

寂
日
で
あ
り
、
月
日
の
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
同
一
人
物
で
あ

る
か
は
明
確
に
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
諱
を
貫
宗
と
称
す
人
物
を
探
し
て
み
る
と
、
泉
福
寺
（
熊

野
市
有
馬
町
）十
二
世
で
、
大
義
院（
熊
野
市
飛
鳥
町
）十
九
世
で
も

あ
る
祖
天
貫
宗
が
い
る
。
し
か
し
、
大
義
院
の
「
過
去
帳
」
に
よ
れ

ば
、
大
義
院
に
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月
二
十
八
日
に
入
寺
し

て
お
り
、
そ
の
後
、
仏
光
寺
（
三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
）
十
七
世

に
転
住
し
、
明
治
四
十
五
年
二
月
三
日
に
仏
光
寺
で
示
寂
し
た
。
そ

の
た
め
年
次
か
ら
み
れ
ば
、
祖
天
貫
宗
は
該
当
者
と
い
え
な
い
。
現

在
で
は
、以
上
の
点
し
か
明
ら
か
に
な
ら
な
い
未
詳
の
人
物
で
あ
る
。

　
次
に
法
嗣
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
『
総
持
寺
住
山
記
』
に

よ
る
と
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
月
十
日
に
紀
州
福
寿
院
の
眠

龍
（『
法
持
寺
史
』
二
一
〇
頁
で
は
眼5

龍
と
な
っ
て
お
り
、
誤
植
で

あ
る
）
が
大
本
山
総
持
寺
に
瑞
世
し
て
い
る
。
受
業
師
は
大
謙
（
大

謙
拙
道
の
こ
と
）、
嗣
法
師
は
大
道
（
大
道
貫
宗
の
こ
と
）
と
あ

永明寺の「過去簿」
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り
、
眠
龍
が
法
嗣
で
あ
る
。

　
眠
龍
は
福
寿
院
（
田
辺
市
本
宮
町
）
八
世
大
潮
眠
龍
の
こ
と
で
、

福
寿
院
住
持
中
に
道
元
禅
師
の
位
牌
や
開
山
峯
延
玄
祝
の
位
牌
を
新

し
く
造
立
し
た
り
、
自
ら
の
位
牌
も
安
置
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
十
月
二
十
六
日
に
示
寂
し
た
。
な
お
、
眠
龍

は
福
寿
院
檀
徒
の
松
本
の
ぶ
え
家
（
田
辺
市
本
宮
町
伏
拝
四
〇
四
）

が
生
家
と
思
わ
れ
、
同
家
に
あ
る
「
過
去
簿
」
に
は
出
家
名
と
示
寂

年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
眠
龍
が
法
嗣
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
残
念
な
が
ら
眠
龍
を
通
し
て
も
大
道
貫
宗
の
人
物
像
は
で
て
こ

な
か
っ
た
。

松本家の「過去簿」

福寿院の眠龍の位牌
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二
、
二
十
世
大
疑
覚
道
の
頂
相

　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
、
京
都
の
墨
跡
販
売
店
自
休
庵

よ
り
法
持
寺
二
十
世
大
疑
覚
道
の
頂
相
を
入
手
し
た
旨
の
連
絡
が
あ

り
、
早
速
購
入
し
た
。
頂
相
は
絹
本
に
墨
で
描
か
れ
て
お
り
、
右
向

き
の
姿
で
あ
る
。
頂
相
の
上
段
に
は
自
賛
が
あ
り
、
落
款
に
は
「
弌

號
覚
道
」「
大
疑
之
章
」、
関
防
印
は
「
洞
山
正
宗
」
と
あ
る
。

　
賛
を
み
る
と

　
　 

印

　
　
描
得
似
㍾孰
　 

非
㍾鬼
非
㍾神

　
　
麻
衣
藤
杖
　
　
眇
目
病
身

　
　
拈
㍼弄
他
門
㍽六
十
棒

　
　
不
㍾劉
㍼儂
家
㍽一
雙
輪

　
　
黄
龍
頷
下
曽
亡
㍾璧

　
　
白
鳥
山
頭
永
歎
㍾貪

　
　
　
　
聻

　
　
丹
青
外
有
㍼些
〻
相
㍽

　
　
為
㍾報
愛
㍾画
莫
㍾恐
㍾真

　
　
　
文
化
六
己
巳
冬
日
応
小
子
玉
英
座
元

　
　
　
之
需

　
　
　
　
　
白
鳥
山
翁
大
疑
道
老
衲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印 

印

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
冬
に
弟
子
の
大
中

玉
英
の
需
め
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で
に
同
年
夏
、
法
持
寺

で
祝
国
開
堂
を
修
行
し
て
お
り
、
豪
徳
寺
（
東
京
都
世
田
谷
区
豪
徳

寺
）
の
寂
室
堅
光
ら
よ
り
も
祝
語
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

三
、
二
十
五
世
石
雄
恵
玉
の
天
祐
寺
初
住
時
代

　
二
十
五
世
石
雄
恵
玉
は
、
諫
早
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
天
祐
寺
（
諫

早
市
西
小
路
町
）
の
三
十
一
世
で
あ
る
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
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九
）
十
月
よ
り
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
三
月
ま
で
住
持
し
た
後
、

法
持
寺
へ
転
住
し
て
い
る
。
し
か
し
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

三
月
に
は
再
び
天
祐
寺
へ
住
持
し
て
お
り
「
天
祐
寺
再
住
」
に
な
る

が
、
現
在
の
歴
住
世
代
は
三
十
一
世
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
天
祐
寺
初
住
時
代
の
石
雄
の
行
動
を
諫
早
市
立
諫
早
図

書
館
に
所
蔵
す
る
諫
早
家
文
書
（
諫
早
領
内
の
行
事
や
諫
早
家
の
行

事
を
記
し
た
「
日
記
」や
「
日
新
記
」）
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
初
住
時
代
の
五
年
間
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
。

　
黄
龍
寺
（
名
古
屋
市
南
区
呼
続
）
十
一
世
で
あ
っ
た
石
雄
は
、
文

政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
七
月
二
十
五
日
に
天
祐
寺
三
十
世
剣
光

（
江
）
普
照
が
七
十
余
歳
の
高
齢
で
老
衰
の
た
め
、
勤
め
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
隠
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
日
記
」（
文
政
十
二
丑
正
月
ヨ
リ
十
二
月
迄
）
の
八
月
六
日
の
記

事
に
よ
れ
ば
、

　
一
天
祐
寺
住
持
剣
江
和
尚
七
十
余
歳
罷
成
、
殊
之
外
及
老
衰
、
勤

方
不
行
届
に
付
、
隠
居
仕
度
、
尤
後
住
之
義
、
御
当
地
に
も
出

世
之
僧
罷
在
義
に
候
候

（
マ
マ
）得
共
、
同
寺
之
義
至
て
及
破
壊
、
近

年
不
〆
リ
之
儀
等
多
々
有
之
、
打
追
之
通
に
て
は
自
然
与
法
道

之
衰
微
共
可
相
成
哉
難
計
、
何
れ
此
節
交
代
之
詮
に
致
、
一
変

急
度
已
前
に
覆
厳
重
に
致
繁
栄
候
通
、
無
之
て
不
相
叶
、
就
て

は
、
当
時
寺

（
マ
マ
）越
後
国
吉
田
寺
良
音
和
尚
、
佐
嘉
素
生
に
て
法

縁
も
有
之
相
応
之
丈
分
に
候
て
、
御
請
待
被
下
度
、
自
然
右
僧

無
余
義
訳
に
て
被
相
断
候
節
は
尾
州
黄
龍
寺
石
雄
和
尚
是
も
相

応
之
僧
に
て
、
武
雄
素
生
法
縁
も
無
別
条
候
条
、
右
に
　
被
仰

付
度
、
先
般
被
遂
内
願
如
望
被
仰
出
置
候
処
、
良
音
和
尚
は
佐

嘉
龍
泰
寺
住
職
被
　
仰
付
候
由
、
右
に
付
石
雄
和
尚
へ
為
相
談

天
祐
寺
ゟ
使
僧
被
差
登
筈
之
処
、
石
雄
和
尚
義
御
切
手
為
取
替

被
罷
下
、
長
崎
晧
台
寺
和
尚
法
縁
に
付
、
為
見
廻
罷
越
候
由
に

て
、
先
達
て
天
祐
寺
一
宿
被
致
候
由
右
に
付
、
折
節
之
儀
付
て

は
佐
嘉
迄
使
僧
差
越
及
相
談
度
旨
天
祐
寺
ゟ
達
出
相
成
、
其
通

被
致
候
様
申
達
置
候
末
、
以
使
僧
被
及
相
談
候
処
重
畳
難
有
領

掌
被
致
、
先
以
為
一
礼
、
今
度
天
祐
寺
被
罷
下
候
由
、
依
之
当

住
剣
江
ゟ
表
向
隠
居
後
住
之
願
被
差
出
候
付
、
佐
嘉
差
越
達
■

■
御
聴
候
処
如
願
被
　
仰
出
候
段
申
来
候
、
仍
て
今
日
剣
江
和

尚
会
所
被
罷
出
候
様
、
当
役
ゟ
手
紙
差
出
候
末
被
罷
出
候
付
、

隠
居
後
住
如
願
被
　
仰
付
候
段
、
当
役
ゟ
相
達
御
礼
被
申
上
候

事

　
一
前
条
之
通
、
石
雄
和
尚
天
祐
寺
罷
下
被
居
爰
元
に
て
御
請
待
御
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手
数
に
相
成
候
、
付
て
は
何
れ
之
振
合
可
然
哉
、
遂
吟
味
候

処
、
書
翰
其
外
矢
張
遠
国
被
罷
在
天
祐
寺
ゟ
之
使
僧
持
越
候
道

理
ニ
㎜
可
然
相
決
、
左
之
品
々
最
前
使
僧
と
し
て
、
尾
州
罷
越

筈
之
性
圓
寺
無
底
会
所
呼
出
前
断
之
意
味
相
達
附
役
ゟ
引
渡
候

　
　
　
　
附
り
先
年
、
大
謙
和
尚
住
職
被
仰
付
候
節
は
、
御
請
待
金

三
十
両
差
遣
候
、
此
節
も
右
畢
竟
被
遣
筈
之
処
、
折
節
於

爰
許
御
請
待
手
数
相
済
候
、
付
て
は
十
五
両
位
に
て
相
済

候
様
示
談
出
来
申
間
敷
哉
、
内
々
寺
社
方
よ
り
性
圓
寺
迄

含
に
相
成
候
様
相
計
、
其
談
合
に
相
成
候
処
十
五
両
に
て

御
請
可
申
上
由
被
申
候
者
に
付
、
右
之
員
数
被
遣
候

と
あ
り
、
剣
光
普
照
は
後
董
候
補
者
に
越
後
の
吉
田
寺
（
燕
市
渡

部
）
の
絃
堂
良
音
と
尾
州
の
黄
龍
寺
の
石
雄
を
推
挙
し
た
。
し
か

し
、
良
音
は
龍
泰
寺
（
佐
賀
市
赤
松
町
）
の
住
職
に
な
る
た
め
、
石

雄
を
拝
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
晧
台
寺
（
長
崎
市
寺

町
）
住
職
（
黄
泉
無
著
）
は
法
縁
に
も
あ
た
り
、
天
祐
寺
か
ら
使
僧

を
遣
し
て
相
談
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
七
月
二
十
五
日
に
は
黄
龍
寺
の
石
雄
へ
性
円
寺
（
諫
早

市
小
野
町
）
の
無
底
を
使
僧
と
し
て
派
遣
し
た
。
そ
の
中
奉
書
の
裏

書
に
は
、

中
奉
書
裏
白
認

　
　
一
翰
致
啓
上
候
、
天
祐
寺
剣
江
和
尚
及
極
老
、
今
般
退
院
被
任

望
候
、
依
之
後
住
之
儀
願
之
趣
有
之
、
尊
師
請
待
致
度
被
存

候
、
此
段
宜
得
貴
意
旨
被
申
付
候
間
如
斯
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
七
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
多
内
蔵
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
弥
一
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
平
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
田
喜
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
田
又
左
衛
門

　
　
　
　
石
雄
和
尚

と
あ
り
、
諫
早
家
の
親
戚
家
老
の
喜
多
内
蔵
進
や
香
田
又
左
衛
門
、

そ
れ
に
諫
早
家
家
老
の
田
中
弥
一
左
衛
門
、
寺
田
平
左
衛
門
、
早
田

喜
左
衛
門
ら
も
後
住
へ
請
待
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
家
老
職
の
五
人
は
、

　
　
致
別
啓
候
、
本
文
之
通
於
御
領
掌
は
早
々
御
晋
山
被
成
候
様
致

度
被
存
候
、
以
上

　
　
　
七
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
人

　
　
　
　
　
　
石
雄
和
尚
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中
奉
書
七
ツ
半
折
竪
目
録

　
　
　
　
金
　
　
　
　
　
　
十
五
両

中
奉
書
包
金
銀
水
引
結
如
図

　
　
　
　
金
　
十
五
両
　
　
大
片
木
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
包
こ
ん
布
副

　
　
中
奉
書
剪
紙
認　

手
覚

　
　
　
　  

今
般
天
祐
寺
御
住
職
被
及
御
相
談
候
付
乍
微
少
別
紙
目
録

之
通
差
進
被
申
候

　
　
　
　
　
七
月
廿
五
日

と
あ
る
よ
う
に
、
石
雄
へ
早
々
に
晋
山
披
露
を
行
う
べ
く
奉
書
を
七

つ
折
り
し
た
目
録
に
、
金
十
五
両
と
手
覚
の
目
録
を
差
し
進
め
て
い

る
。

　
同
「
日
記
」
の
十
一
月
十
四
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

　
一
天
祐
寺
剣
江
和
尚
隠
居
如
願
被
　
仰
付
、
後
住
之
義
石
雄
和
尚

え
被
　
　
仰
付
候
段
は
前
扣
置
候
通
に
て
、
今
日
晋
山
仕
度
、

日
取
前
を
以
同
寺
ゟ
達
出
、
其
段
奉
伺
候
処
、
其
通
被
　
　
仰

出
候
付
、
御
請
持
御
使
者
、
其
外
剣
江
和
尚
晋
山
之
節
畢
竟

廉
々
、
左
之
通
前
を
以
奉
伺
候
事

　
　
　
天
祐
寺
晋
山
に
付
御
請
持
御
使
者
其
外
左
之
通

平
左
衛
門
弥
一
左
衛
門
相
談
相
勤
候
様

　
一
同
寺
隠
居
剣
江
和
尚
え
御
目
録
を
以
金
子
五
百
疋
、
扨
又
御
料

理
被
為
拝
領
候
、
御
相
伴
御
家
老
中
よ
り
相
勤
候
、
前
例
御
座

候
、
此
節
何
某
被
　
仰
付
哉

此
通

　
一
石
雄
和
尚
、
此
節
晋
山
に
付
、
御
請
持
之
御
使
者
番
頭
ゟ
中
嶋

一
太
夫
被
　
仰
付
方
に
て
は
有
御
座
間
敷
哉

平
左
衛
門
弥
一
左
衛
門
相
談
相
勤
候
様

　
一
入
院
之
上
於
同
寺
御
請
持

　
　
御
名
代
前
方
ゟ
請
役
ゟ
被
　
仰
付
来
候
、
此
節
何
某
可
被
　
仰

付
哉

　
一
晋
山
之
為
御
祝
義
昆
布
一
折
御
使
者

　
　
　
中
島
駒
吉
郎
被
　
仰
付
方
に
て
は
有
御
座
間
敷
哉

　
　
右
之
廉
々
前
例
畢
竟
を
以
吟
味
仕
候
、
此
段
請

　
　
御
意
候

　
　
　
十
月
廿
三
日

　
一
前
条
之
通
、
今
日
天
祐
寺
晋
山
に
付
、
寺
社
方
弥
永
勘
大
夫
、

真
崎
新
五
右
衛
門
、
警
固
四
人
同
寺
え
出
張
い
た
し
、
右
付
御

請
持
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御
名
代
其
外
行
粧
左
之
通

　
　
　
　
　
御
請
拝
　
　
　
上
下
着
請
役
也

　
　
　
　
　
御
名
代
　
　
　
　
　
　
平
左
衛
門

　
　
一
小
性
弐
人
袴
着
　
一
狭
箱
　
一
か
こ
　
一
合
羽
か
こ

　
　
一
長
柄
　
一
牽
馬
　
一
小
者
　
一
鑓

　  

但
御
減
略
中
に
付
、
先
位
剣
江
和
尚
入
院
之
節
、
畢
竟
朱
点
之
分
省
、
小
性

両
人
鑓
狭
箱
小
者
合
羽
か
こ
に
て
勤
之

　
　
右
之
通
之
行
粧
に
て
入
院
之
上
、
天
祐
寺
に
お
ゐ
て
相
勤
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
請
持
御
使
者
上
下
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
一
大
夫

　
　
一
小
性
弐
人
袴
着
内
壱
人

省

　
一
鑓
　
一
狭
箱
　
一
小
者

　
　
一
長
柄
　
一
乗
馬
　
一
合
羽
篭

　
但
前
条
同
断
に
付
、
主
従
三
人
に
て
相
勤
之

　
　
右
之
通
之
行
粧
に
て
入
院
、
前
立
宿
蓮
光
寺
に
お
ゐ
て
相
勤
之

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
駒
吉
郎

　
　
一
小
性
壱
人
　
一
小
者
　
一
鑓
　
前
条
同
断
に
付
省
る

　
　
右
之
通
之
行
粧
に
て
、
天
祐
寺
に
お
い
て
入
院
相
澄
候
上
、
御

祝
義
御
使
者
相
勤
之

と
あ
り
、
石
雄
の
晋
山
式
は
十
月
二
十
五
日
に
前
住
の
剣
光
（
江
）

普
照
の
例
に
な
ら
っ
て
請
待
の
使
者
、
番
頭
、
名
代
な
ど
の
勤
め
と

警
固
な
ど
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

　「
同
日
記
」
十
一
月
十
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

　
一
今
日
於
天
祐
寺

　
　
寂
心
院
様
百
年
御
忌
御
法
事
御
執
行
有
之
候

　
　
昨
日
扣
置
候
、
仕
組
之
通
夫
々
被
行
候
事

と
あ
り
、
晋
山
式
後
ま
も
な
く
の
十
一
月
十
日
に
は
二
十
歳
で
亡
く

な
っ
た
諫
早
家
七
代
茂
晴
公
の
姫
の
寂
心
院
様
（
寂
心
院
殿
海
印
清

光
大
姉
）
の
百
回
忌
法
要
を
行
っ
て
い
る
。

　「
日
記
」（
文
政
十
三
年
寅
正
月
ヨ
リ
）
の
十
一
月
二
十
日
の
記
事

に
よ
れ
ば
、
翌
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
十
月
二
十
二
日
に

　
一
天
祐
寺
方
丈
石
雄
僧
え
左
之
通
御
褒
美
書
上
相
成
候
事

　
　
天
祐
寺
方
丈
石
雄
僧
儀
、
去
冬
御
寺
住
職
被
　
仰
付
入
院
有
之

候
処
、
其
砌
先
住
老
衰
規
則
相
馳
み
居
候
処
、
励
精
神
仏
道
執

行
ゟ
境
内
之
掃
除
等
に
至
ま
て
、
衆
僧
に
も
先
立
倶
々
相
整
一

躰
、
自
身
行
状
正
敷
朝
暮
之
規
則
を
守
相
勤
被
申
候
、
扨
又
在

家
法
用
等
に
被
罷
出
候
節
も
無
用
之
滞
座
等
無
之
、
厳
重
相
守

執
行
被
仕
候
旁
に
付
、
前
断
之
次
第
被
相
賞
御
褒
詞
被
　
仰
付

入
院
之
上
昆
布
上
下
着 

一
折
被
遣
右
御
祝
義 

御
使
者
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御
内
々
白
加
賀
一
疋
被
為
拝
領
方
に
て
は
有
御
座
間
敷
哉
吟
味

仕
候
、
此
段
請
御
意
候

　
　
　
十
月
廿
二
日

　
一
右
書
上
伺
相
成
候
処
被
成

　
　
御
賢
慮
候
者
一
躰
者
、
尤
相
聞
候
得
共
、
書
上
之
分
者
先
者
当

前
之
儀
に
て
殊
に
去
冬
ゟ
之
住
職
に
候
得
者
、
未
近
々
之
事
に

て
、
此
節
吟
味
之
通
御
褒
美
に
不
及
儀
に
候
、
尤
已
来
之
御
勤

に
も
可
相
成
与
御
内
々

　
　
御
褒
詞
被
　
仰
付
之
旨
被

　
　
仰
出
候
段
、
御
側
ゟ
申
来
候
付
、
今
日
会
所
呼
出

　
　
左
之
通
御
書
付
を
以
当
役
ゟ
相
達
候
処
、
難
有
仕
合
奉
存
之
旨

御
礼
被
申
上
候
付
、
達
御
聴
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
祐
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
雄
和
尚

　
　
　
入
院
後
、
寺
中
之
規
則
を
正
し
法
道
厳
に
被
相
行
候
趣
承
之

欣
然
之
至
候
、
已
来
猶
又
可
被
尽
精
神
者
也

　
　
　
　
文
政
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　
十
一
月

と
あ
り
、
石
雄
は
天
祐
寺
に
住
持
し
て
以
来
、
先
住
は
老
衰
の
た
め

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
朝
暮
の
勤
行
や
仏
道
修
行
の
規
矩
な

ど
を
復
興
し
て
勤
め
た
こ
と
に
よ
り
、
諫
早
家
よ
り
御
褒
詞
を
得
て

い
る
。
そ
し
て
十
一
月
に
は
、
そ
の
御
礼
を
申
し
上
げ
て
い
る
。

　「
日
新
記
」（
天
保
三
年
辰
正
月
ヨ
リ
四
月
迠
）
の
三
月
十
五
日
の

記
事
に
よ
れ
ば
、

　
一
上
々
様
御
宗
門
筈
、
例
年
之
通
天
祐
寺
よ
り
差
出
候
を
当
役
方

ゟ
頃
日
仕
登
来
居
候
付
、
今
日
堀
助
大
夫
、
宗
門
方
持
出
手
覚

役
迄
相
達
之
御
宗
門
筈
左
之
通
、
扨
又

　
　
益
千
代
様
御
事

　
　
勇
太
郎
様
与
被
遊
御
改
名
候
付
、
是
又
左
之
通
以
口
達
書
相
達

之

　
　
　
　
　
口
達

　
　
　
益
千
代
儀
勇
太
郎
与
被
致
改
名
候
此
段

　
　
　
御
達
仕
候
以
上

　
　
　
　
　
　
　
辰
三
月
十
五
日 

　
　
蒲かた
書池

左
次
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
禅
宗

　
　
　
　
御
城
下
　
　
　
　
　
豊
　
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
太
郎
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於
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
千
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
　
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庸
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
愛

　
　
右
拾
弐
人
、
当
寺
柦
那
之
儀
実
正
也
、
宗
門
於
出
入
者
拙
僧
可

承
候
以
上

　
　
　
長
門
国
太
寧
寺
末
寺

　
　
　
　
高
来
郡
諫
早
天
祐
寺

　
　
天
保
三
年
二
月
十
五
日
　
　
石
雄

　
　
鍋
嶋
左
太
夫
殿

　
　
岡
部
杢
之
助
殿

　
　
深
江
六
左
衛
門
殿

　
　
　
禅
　
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
哲
仙
院
殿

　
　
　
右
同
断

と
あ
り
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
三
月
十
五
日
に
諫
早
家
の
宗
門

改
を
出
し
た
。
な
お
、
石
雄
は
前
月
の
二
月
十
五
日
に
十
二
人
と
哲

仙
院
（
諫
早
家
十
一
代
領
主
茂
圖
の
長
男
敬
輝
の
室
於
哲
）
が
天
祐

寺
の
檀
那
で
あ
る
こ
と
の
宗
門
改
を
鍋
嶋
左
太
夫
、
岡
部
杢
之
助
、

深
江
六
左
衛
門
へ
届
け
て
い
る
。
翌
四
年
（
一
八
三
三
）
三
月
十
五

日
に
も
「
日
記
」（
天
保
四
年
巳
正
月
よ
り
七
月
迠
）
の
三
月
十
五

日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

　
　
御
宗
門
筈
左
之
通
尤

　
　
英
千
代
様
御
事

　
　
大
殿
様
御
養
娘
被
遊
候
、
付
て
当
宗
門
よ
り
哲
仙
院
様
御
宗
門

筈
被
成
御
加
候
付
、
其
段
口
達
を
以
相
達
之

　
　
　
　
　
　
禅
宗

　
　
　
　
御
城
下
　
　
豊
　
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
　
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
孫
九
郎
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於
　
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庸
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
愛

　
　
　
右
拾
壱
人
、
当
寺
柦
那
之
儀
実
正
也
、

　
　
　
宗
門
於
出
入
者
拙
僧
可
承
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
長
門
国
太

（
マ
マ
）寧
寺
末
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
高
来
郡
諫
早
天
祐
寺

　
　
　
　
天
保
四
年
二
月
十
五
日
　
石
雄

　
　
　
　
　
岡
部
杢
之
助
殿

　
　
　
　
　
深
江
六
左
衛
門
殿

　
　
　
　
　
江
副
忠
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
禅
宗

　
　
　
　
御
城
下
　
　
哲
仙
院
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
千
代
殿

　
　
　
右
弐
人
　
　
　
右
同
断

と
諫
早
家
の
宗
門
改
を
行
っ
て
お
り
、
二
月
十
五
日
に
は
石
雄
が
諫

早
家
の
十
一
人
と
哲
仙
院（
敬
輝
の
室
於
哲
）及
び
英
千
代（
佐
賀
藩

九
代
藩
主
斉
直
公
の
養
女
）の
二
人
も
天
祐
寺
の
檀
那
で
あ
る
こ
と

を
岡
部
杢
之
助
、
深
江
六
左
衛
門
、江
幅
忠
兵
衛
へ
提
出
し
て
い
る
。

　
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
「
日
記
」（
天
保
五
年
午
正
月
ヨ

リ
十
二
月
迄
）
の
三
月
二
十
七
日
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

　
一
天
祐
寺
石
雄
僧
尾
州
従
白
鳥
山
請
待
に
付
、
御
暇
被
差
免
後
住

之
儀
無
底
、
円
応
両
僧
に
て
以

　
　
御
賢
慮
住
職
被

　
　
仰
付
被
下
度
願
之
趣
達

　
　
御
聴
候
処
、
一
ノ
筆
無
底
僧
ヘ
被
仰
付
之
旨
被

　
　
仰
出
候
、
尤
本
人
え
は
致
直
達
候
得
共
、
為
存
相
達
候
、
以
上

　
　
　
　
　
午
三
月
廿
七
日

　
　
右
之
趣
承
届
候

　
　
　
　
　
　
　
寺
社
方
○

と
あ
り
、
石
雄
は
尾
張
の
白
鳥
山
（
法
持
寺
）
よ
り
住
持
に
請
待
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
月
七
日
に
法
持
寺
二
十
四
世
大
潜
退
承
が
示

寂
し
た
た
め
で
、
大
潜
の
遺
書
に
よ
れ
ば
、
後
董
候
補
者
の
初
筆
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
病
身
と
の
理
由
に
よ
っ
て
断
わ
っ
た
が
、
法
類

の
晧
台
寺
の
黄
泉
無
著
よ
り
も
推
薦
さ
れ
た
こ
と
か
ら
法
持
寺
へ
転

住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
天
祐
寺
の
後
住
に
は
無
底
（
剣
光
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普
照
の
弟
子
、
性
円
寺
八
世
）
と
円
応
（
鹿
島
市
・
泰
智
寺
十
八

世
）
の
二
人
を
推
挙
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
筆
の
無
底
が
天
祐
寺
三
十

二
世
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。

四
、
紀
州
に
お
け
る
二
十
五
世
石
雄
恵
玉
の
法
嗣
と
随
徒

　
天
祐
寺
（
諫
早
市
西
小
路
町
）
に
あ
る
石
雄
恵
玉
の
墓
塔
に
は
、

　
　（
表
）　
三
十
一
世
玉
大
和
尚

　
　（
裏
）　
安
政
六
未
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
廿
三
日
示
寂

と
あ
り
、
台
座
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
天
祐
寺
三

十
五
世
仏
海
禹
門
の
台
座
に
は
、
石
雄
の
弟
子
ら
の
名
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、

　
　
尾
州
　
白
鳥
山
隠
居
喝
三
、
紀
州
　
嶺
泉
寺
住
持
鷹
林
、
尾
州
　

法
正
寺
住
持
洞
禅
、
當
山
現
住
禹
門
、
善
住
寺
住
持
活
獅
、
紀

州
　
長
楽
寺
住
持
□
山
、
和
銅
寺
住
持
冝
保
、
正
応
寺
住
持
辨

玉
、
白
明
、
鉄
門
、
禅
苗
、
泰
門
、
穿
底
、
得
淳
、
珍
龍
、
瑞

芳
、
海
門
、
石
門
、
智
門
、
覚
門
、
宜
禅
、
珍
寧
、
仏
山

ら
で
あ
り
、
石
雄
の
法
嗣
と
随
徒
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
こ
の
台
座
は
本
来
、
石
雄
の
台
座
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
い
つ
し

か
仏
海
禹
門
の
台
座
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
歴
住
の
墓
石

が
明
治
期
以
後
、
二
度
に
わ
た
っ
て
移
転
し
て
お
り
、
そ
の
時
に
入

れ
替
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
石
雄
の
法
嗣
や
随
徒
を
確
認
す
る
た
め
、
紀
州
の
嶺
泉

寺
（
熊
野
市
神
川
町
）
の
鷹
林
と
長
楽
寺
（
熊
野
市
神
川
町
）
の
□

山
を
調
査
し
た
。
嶺
泉
寺
の
鷹
林
と
は
、
同
寺
の
位
牌
に
よ
れ
ば
二

十
四
世
青
洲
鷹
林
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
寺
の
回
向
帳
に
は

青
洲
鷹
璘5

と
あ
る
。
し
か
し
、
回
向
帳
は
近
年
新
し
く
書
か
れ
た
も

の
で
、
何
を
所
依
と
し
て
璘5

と
し
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。

　
長
楽
寺
住
持
□
山
は
、
十
七
世
天
林
玉
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
十
六
世
が
青
洲
鷹
林
で
あ
り
、
嶺
泉
寺
二
十
四
世
の
青
洲
鷹
林

と
同
一
人
物
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
玉
山
は
『
総
持
寺
住
山 嶺泉寺の鷹林の位牌
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記
』
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
八
月
十
四
日
に
大
本
山

総
持
寺
に
瑞
世
し
て
お
り
、
嗣
法
師
は
鷹
隣
と
あ
る
が
、
音
通
か
ら

青
州
鷹
林
の
法
嗣
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、
二
十
八
世
白
鳥
鼎
三
の
肖
像
写
真
と
肖
像
画

　
鼎
三
が
遷
化
し
葬
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
記
事
が
「
能
仁
新
報
」

第
一
三
五
号
（
明
治
二
十
五
年
十
二
月
五
日
　
能
仁
社
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
鼎
三
の
略
歴
と
肖
像
画
が
あ
げ
ら
れ
て
お

り
、
肖
像
画
に
つ
い
て
、

　
　
因
に
左
に
掲
く
る
師
の
肖
像
は
過
る
明
治
十
三
年
頃
全
国
よ
り

勅
任
官
及
び
教
正
以
上
の
撮
影
を
宮
内
省
よ
り
召
さ
せ
ら
れ
し

際
に
撮
影
せ
ら
れ
し
者
を
直
写
し
た
る
者
に
し
て
此
の
外
に
は

師
が
写
影
等
は
な
き
由
に
聞
く
…
…

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
肖
像
画
は
鼎
三
の
語
録
の
『
天
籟
餘
韻
』

の
冒
頭
に
も
あ
り
、
厳
格
な
尊
顔
と
風
貌
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
る
。

　
肖
像
画
の
元
は
説
明
文
に
あ
る
よ
う
に
、
明
治
十
三
年
頃
に
宮
内

省
よ
り
召
さ
れ
て
撮
影
し
た
写
真
で
、
そ
れ
を
直
写
し
た
も
の
と
い

う
。
し
た
が
っ
て
、
元
の
肖
像
写
真
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
写
真
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
徳
岩

院
（
甲
州
市
勝
沼
町
）
に
所
蔵
す
る
肖
像
写
真
が
肖
像
画
の
元
の
写

真
か
と
思
わ
れ
た
。
写
真
台
紙
の
表
裏
に
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
右
向
き
の
構
図
や
尊
顔
な
ど
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。

　
平
成
二
十
五
年
一
月
十
二
日
か
ら
三
月
十
日
ま
で
宮
内
庁
三
の
丸

尚
蔵
館
で
、「
明
治
十
二
年
明
治
天
皇
御
下
命
「
人
物
写
真
帖
」

│
│
四
五
〇
〇
余
名
の
肖
像
│
│
」
と
題
す
る
展
覧
会
が
開
か
れ

た
。
そ
れ
は
明
治
十
二
年
に
明
治
天
皇
が
深
く
親
愛
す
る
群
臣
の
肖

像
写
真
を
座
右
に
備
え
よ
う
と
し
て
、
そ
の
蒐
集
を
宮
内
卿
に
命

じ
、
宮
内
省
主
導
の
も
と
に
大
蔵
省
印
刷
局
が
撮
影
及
び
写
真
帖
の

制
作
を
担
当
し
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
皇
族
や
華
族
を
始
め

諸
官
省
の
高
等
官
ら
四
、
五
三
一
名
の
写
真
の
収
め
ら
れ
た
写
真
帖

が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
写
真
帖
が
初
め
て
公
開
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ま
さ
に
ま
ぼ
ろ
し
の
肖
像
写
真
が
世
に
出
た
の
で
あ
る
。
こ
の

「
人
物
写
真
帖
」
こ
そ
「
能
仁
新
報
」
に
い
う
明
治
十
三
年
頃
に
宮

内
省
の
撮
影
し
た
肖
像
写
真
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
図
録
（
平
成
二
十
五
年
一
月
　
公
益
財
団
法
人
菊
葉
文

化
協
会
）
の
八
十
七
頁
を
み
る
と
、「
神
官
、
僧
侶
」
の
一
人
と
し

て
鼎
三
の
肖
像
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
正
面
向
き
に
法
衣
、
袈
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裟
を
搭
け
た
正
装
で
、
今
ま
で
に
み
た
こ
と
の
な
い
構
図
で
あ
っ

た
。
徳
岩
院
蔵
の
右
向
き
写
真
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
法
衣
や
袈

裟
な
ど
の
威
儀
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
同
日
に
撮

影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
当
日
撮
影
さ
れ
た
写
真
は

一
種
類
の
み
で
な
く
、
異
な
っ
た
構
図
の
写
真
も
撮
影
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
何
種
類
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
か
は
不
詳

で
あ
る
が
、
宮
内
省
へ
提
出
す
る
焼
付
は
一
名
に
つ
き
四
枚
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
同
じ
写
真
を
四
枚
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
鼎
三
の
写
真
は
写
真
帖
の
挿
入
式
と
貼
付
式
が
同
じ
写

鼎三肖像画（『天籟餘韻』より）

鼎三肖像写真（徳岩院蔵）鼎三肖像写真（三の丸尚蔵館蔵）
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真
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
右
向
き
の
写
真
は
宮
内
省
へ
提
出
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
写
真
を
直
写
し
て
肖
像
画
に
も
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
右
向
き
写
真
は
焼
増
し
て
弟
子
た
ち
に
配
布
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
写
真
台
紙
に
は
「
権
少
教
正
　
白
鳥
鼎
三

■
愛
知
県
平
民
　
七
十
四
歳
　
法
持
寺
住
職
」
と
あ
り
、
七
十
四
歳

の
鼎
三
の
姿
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
「
人
物
写
真
帖
」
を
所
蔵
す

る
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

お
取
り
計
ら
い
下
さ
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
同
館
の
太
田
彩
氏
、
松

谷
芙
美
氏
に
も
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
『
法
持
寺
史
』
三
八
二
頁
で
紹
介
し
た
石
川
素
童
の
賛
が
あ

る
鼎
三
の
頂
相
は
、
右
角
に

　
　
応
而
仙
嶺 

松
本
画
印
　
仙嶺

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
求
め
に
応
じ
て
松
本
仙
嶺
が
描
い
た
も
の
で

あ
る
。
仙
嶺
は
荒
木
矩
『
大
日
本
書
畫
名
家
大
鑑
』（
昭
和
五
十
年
一

月
復
刻
　
第
一
書
房
）五
一
五
頁
に
よ
れ
ば
、松
本
瀧
三
郎
と
い
い
、

名
は
元
嵩
、
別
号
は
松
鹿
園
で
あ
っ
た
。
明
治
六
年
に
名
古
屋
で
生

ま
れ
、
画
を
父
の
竹
翁
及
び
鷲
美
春
岳
、
服
部
石
仙
ら
に
学
ん
だ
。

　
で
は
、
い
つ
頃
に
描
か
れ
た
も
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
石
川
素

童
の
肩
書
は
「
勅
特
賜
大
圓
玄
致
禅
師
総
持
素
童
」
と
あ
り
、
勅
賜

号
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
勅
賜
号
を
受
け
た
明
治
三
十
八
年

六
月
以
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
大
正
三
年
十
月
七

日
に
法
持
寺
の
授
戒
会
で
鼎
三
、
鷹
林
冷
生
、
大
島
天
珠
の
年
忌
法

会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
石
川
素
童
の
御
親
修
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
頃
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

六
、
二
十
九
世
鷹
林
冷
生
の
履
歴
書

　
二
十
九
世
鷹
林
冷
生
に
つ
い
て
、
長
生
寺
（
都
留
市
下
谷
）
時
代

の
明
治
五
年
に
改
め
た
「
禅
曹
洞
宗
寺
院
明
細
帳
」（
山
梨
県
立
図

書
館
蔵
）
に
は
、

　
　
濱
松
縣
管
轄
遠
江
國
豊
田
郡
中
嶋
村
農
大
橋
荗
太
夫
二
男
　
　 

　
　
天
保
二
辛
　
　
夘
年
四
月
八
日
同
國
同
郡
高
木
村
蓮
覺
寺
ニ
於
テ
得
度

　
　
明
治
四
辛
　
　
未
年
三
月
二
十
一
日
入
寺

 

第
三
十
七
世
住
職
　
　
　

 

冷
　
生
　
　
　

 

壬
申
四
十
一
歳

と
あ
り
、
天
保
二
年（
一
八
三
一
）四
月
八
日
に
蓮
覚
寺（
磐
田
市
龍

洋
）
で
得
度
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
年
齢
を
逆
算
す
れ
ば
、
天
保
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二
年
は
誕
生
し
た
年
次
に
な
り
、
得
度
し
た
年
月
日
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
本
明
細
帳
の
年
月
日
は
不
確
か
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
な

お
、
本
資
料
は
『
法
持
寺
史
』
刊
行
後
、
山
梨
県
北
杜
市
の
高
龍
寺

住
職
清
水
琢
道
師
よ
り
御
教
示
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

七
、
三
十
二
世
山
田
慧
等
の
号
諱
と
写
真 

 

及
び
法
持
寺
僧
堂
の
安
居
者
　

　
三
十
二
世
慧
等
兼
修
は
俗
姓
を
明
達
、
山
田
と
い
い
、
諱
は
慧

等
、
号
を
兼
修
、
あ
る
い
は
秀
葉
と
称
し
た
。
そ
れ
は
墨
跡
の
落
款

に
「
明
達
慧
等
」「
号兼
修
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
、
秀
葉
道
人
と

揮
毫
し
た
軸
も
あ
る
。

　
玉
村
竹
二
氏
の
「
禅
僧
称
号
考
」（『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
上
（
昭

和
五
十
一
年
八
月
　
思
文
閣
）
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
禅
僧
の
号
諱
に

は
上
下
の
因
果
関
係
が
あ
り
、
上
は
号
、
下
は
諱
で
、
号
は
後
輩
か

ら
呼
称
さ
れ
る
場
合
や
後
輩
に
対
す
る
書
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
尊

敬
の
意
味
が
あ
っ
た
。
諱
は
師
よ
り
呼
称
さ
れ
る
場
合
か
目
上
の
人

に
対
す
る
書
に
用
い
ら
れ
た
。

　
慧
等
兼
修
の
場
合
は
号
諱
で
な
く
、
諱
が
上
に
き
て
い
る
。
諱
号

と
な
っ
て
い
る
例
は
他
に
も
み
え
る
。
永
平
寺
六
十
一
世
久
我
環
渓

は
環
渓
密
雲
と
称
し
、
諱
号
の
順
に
な
っ
て
い
る
文
書
も
あ
れ
ば
、

密
雲
環
渓
と
す
る
資
料
も
み
え
る
。
ま
た
、
環
渓
の
法
弟
の
蘿
渓
肯

庵
は
苗
字
を
平
川
氏
と
い
い
、
平
川
肯
庵
と
称
し
て
い
る
。
つ
ま
り

苗
字
プ
ラ
ス
諱
で
あ
る
。

　
二
十
八
世
鼎
三
即
一
は
法
持
寺
の
山
号
の
白
鳥
が
俗
姓
に
な
っ
て

い
る
が
、
落
款
に
は
「
即
一
号
鼎
三
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
諱
は

即
一
、
号
は
鼎
三
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
俗
姓
で
呼
ぶ
場
合
は
白

鳥
鼎
三
と
称
し
て
お
り
、
苗
字
プ
ラ
ス
号
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
玉
村
氏
の
主
張
す
る
号
諱
制
度
は
、
明
治
五
年
九
月

の
太
政
官
よ
り
の
第
二
六
五
号
布
に
よ
っ
て
僧
侶
に
苗
字
が
設
け
ら

れ
、
苗
字
で
呼
称
さ
れ
る
方
が
尊
敬
の
意
を
表
わ
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
苗
字
の
下
に
く
る
名
は
号
の
人
も
い
れ
ば
、
諱
の
人

も
お
り
、
ど
ち
ら
で
も
よ
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
本
来

の
号
諱
制
度
は
崩
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
田
慧
等
の
場

合
は
苗
字
プ
ラ
ス
諱
で
あ
る
が
、
諱
が
上
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
号
の
兼
修
が
下
に
き
て
、
知
恵
と
修
行
は
等
し
い
も
の
と
い
う
意

味
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日
に
永
明
寺
（
熊
野
市
飛
鳥
町
）
を

訪
ね
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
時
、
山
田
慧
等
の
写
真
が
出
て
き
た
。
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そ
れ
は
同
寺
十
七
世
鈴
木
接
周
が
昭
和
初
期
に
法
持
寺
僧
堂
に
安
居

し
て
お
り
、
そ
の
頃
の
写
真
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
今
ま
で
み
た

こ
と
の
な
い
昭
和
五
年
十
月
一
日
の
国
勢
調
査
の
時
に
法
持
寺
に
在

住
し
て
い
た
人
の
写
真
（
イ
）、
昭
和
六
年
四
月
に
法
持
寺
の
会
下

に
い
た
人
（
ロ
）（
ハ
）、
衆
寮
と
三
笑
軒
の
間
の
中
庭
で
の
写
真

（
ニ
）、
玄
関
前
で
の
写
真
（
ホ
）、
当
時
、
雲
衲
で
あ
っ
た
山
中
寛

禅
が
僧
堂
で
座
禅
を
し
て
い
る
写
真
（
ヘ
）
な
ど
、
法
持
寺
の
様
子

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
写
真
で
あ
っ
た
。

　『
法
持
寺
史
』
五
十
四
頁
に
あ
る
昭
和
五
十
六
年
十
月
二
十
七
日

に
熊
野
市
井
戸
町
の
三
光
寺
で
開
か
れ
た
法
持
寺
僧
堂
安
居
者
の
同

参
会
の
写
真
で
は
、
参
加
者
の
名
前
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
中

の
川
島
隆
昌
、
北
孝
三
、
鬼
頭
和
弘
各
氏
の
三
人
を
除
い
て
、
す
で

に
遷
化
し
て
お
り
、
該
当
者
の
芳
名
を
あ
げ
て
お
き
た
い
（
一
三
九

頁
参
照
）。

　
続
い
て
、
山
田
慧
等
代
の
法
持
寺
僧
堂
に
安
居
修
行
し
て
い
た
随

徒
の
芳
名
を
あ
げ
た
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
昭
和
三
十
一
年
五
月
に

作
成
し
た
安
居
者
会
（
慈
恩
会
）
の
名
簿
で
あ
る
芳
名
録
に
よ
る
。

そ
の
他
に
も
多
く
の
安
居
者
が
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
で
は
未

詳
で
あ
る
。
な
お
、
住
職
寺
院
の
所
在
地
は
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
。

山田慧等の落款

葉秀 等慧 慧明
等達

等慧
修兼 兼

修號
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（イ）　昭和５年10月１日の国勢調査の時に法持寺に在住していた人

（ロ）　昭和６年４月に法持寺の会下にいた人
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（ハ）　昭和６年４月に法持寺の会下にいた人

（ニ）　衆寮と三笑軒の間の中庭で
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（ホ）玄関前で

（ヘ）　雲衲（山中寛禅）が僧堂で座禅をしている様子
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山
田
鈴
久

森
川
黙
道

不
詳

篠
原
柏
禅

不
詳

鬼
頭
和
弘

鬼
頭
和
弘

川
島
隆
昌

岡
田
重
英

北 

孝
三

吉
田
喆
雄

二
村
信
正

竹
内
寛
苗

長
谷
川
謹
英

川
口
高
明

佐
野
良
雄

鈴
木
接
周

山
中
寛
禅

森
川
大
統

三重県熊野市の三光寺で開かれた白鳥山同参会（昭和56年10月27日）

①吉田喆雄（熊野市飛鳥町　大義院28世）
②北孝三（熊野市飛鳥町　大義院29世）
③二村信正（春日井市神屋町　観音寺９世）
④岡田重英（和歌山県東牟婁郡古座川町三尾川　光泉寺）
⑤竹内寛苗（三重県北牟婁郡紀北町海山区島勝浦　安楽寺）
⑥川島隆昌（三重県南牟婁郡紀宝町平尾井　円通寺21世）
⑦鬼頭和弘（熊野市遊木町　光明寺24世）
⑧長谷川謹英（名古屋市瑞穂区太田町　盛屋寺15世）
⑨川口高明（名古屋市熱田区白鳥　法持寺34世）
⑩篠原柏禅（熊野市育生町長井　万重寺30世）
⑪森川黙道（熊野市育生町尾川　西光寺26世）
⑫森川大統（熊野市新鹿町　大仙寺）
⑬佐野良雄（熊野市有馬町　安楽寺32世、熊野市井戸町　三光寺５世）
⑭山田鈴久（名古屋市熱田区一番　秀泉寺６世）
⑮山中寛禅（三重県南牟婁郡御浜町柿原　宝積寺）
⑯鈴木接周（熊野市飛鳥町　永明寺17世）
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山
田
慧
等
代
の
法
持
寺
僧
堂
に
安
居
修
行
し
て
い
た
随
徒

名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
町 

法
持
寺
　
川
口
義
明

名
古
屋
市
熱
田
区
旗
屋
町 

洗
月
院
　
早
川
謙
隆

名
古
屋
市
熱
田
区
明
野
町 

月
笑
寺
　
浅
井
如
山

愛
知
県
海
部
郡
甚
目
寺
町 

延
命
寺
　
水
野
石
禅

愛
知
県
知
多
郡
師
崎
町
片
名 

成
願
寺
　
西
村
道
光

愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町 

大
吉
寺
　
鈴
木
玄
旨

愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町 

清
涼
寺
　
田
島
泰
巌

愛
知
県
刈
谷
市
末
広
町 
松
秀
寺
　
竹
内
大
雄

名
古
屋
市
瑞
穂
区
太
田
町 
盛
屋
寺
　
長
谷
川
謹
英

愛
知
県
西
加
茂
郡
藤
岡
村 

天
徳
寺
　
牧
野
清
禅

愛
知
県
東
春
日
井
郡
坂
下
町
神
屋 

観
音
寺
　
二
村
信
正

名
古
屋
市
西
区
山
田
町
平
田 

泉
増
院
　
浅
井
良
泰

愛
知
県
西
春
日
井
郡
西
春
村
西
ノ
保 

普
門
寺
　
前
田
文
賢

愛
知
県
西
春
日
井
郡
西
春
村
徳
重 

禅
林
寺
　
石
川
黙
信

名
古
屋
市
北
区
稲
生
町 

安
性
寺
　
八
神
文
棟

名
古
屋
市
港
区
本
宮
町 

如
意
寺
　
日
比
野
賢
道

名
古
屋
市
北
区
上
飯
田
町
瑠
璃
町 

成
福
寺
　
原
田
道
一

愛
知
県
碧
海
郡
矢
作
町
西
牧
内 

聖
禅
寺
　
三
浦
大
心

愛
知
県
額
田
郡
幸
田
町
深
溝 

本
光
寺
　
鶴
田
瑞
嶽

愛
知
県
西
春
日
井
郡
北
里
村
多
気 

竜
泉
院
　
原
一
道

愛
知
県
宝
飯
郡
八
幡
町
野
口 

永
福
寺
　
花
平
竜
芳

愛
知
県
豊
川
市
平
尾
町 

天
竜
寺
　
荒
川
泰
禅

愛
知
県
八
名
郡
八
名
村
庭
野 

常
安
寺
　
石
川
秀
雄

愛
知
県
知
多
郡
八
幡
町 

極
楽
寺
　
杉
村
秀
夫

名
古
屋
市
北
区
東
杉
町 

心
入
寺
　
横
井
徳
円

愛
知
県
愛
知
郡
天
白
村
野
並 

慧
光
院
　
花
岡
大
乗

愛
知
県
八
名
郡
舟
着
村
日
吉 

常
福
寺
　
星
野
義
雄

愛
知
県
宝
飯
郡
塩
津
村
竹
谷 

全
保
寺
　
山
田
円
照

愛
知
県
豊
川
市
八
幡
町
稲
束 

清
音
寺
　
浅
井
覚
仙

名
古
屋
市
瑞
穂
区
岳
見
町 

秀
泉
寺
　
山
田
鈴
久

愛
知
県
知
多
郡
小
鈴
谷
村 

玉
泉
寺
　
山
口
諦
道

福
井
県
福
井
市
港
新
町 

金
西
寺
　
宮
脇
黙
全

山
梨
県
山
梨
市
上
栗
原
町 

海
島
寺
　
平
野
孝
順

山
梨
県
甲
府
市
西
高
橋
町 

高
橋
寺
　
関
　
大
仙

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
小
田
町
田
渡 

昌
福
寺
　
船
野
道
宣

愛
媛
県
松
山
市
持
田
町 

西
竜
寺
　
江
戸
黙
禅
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兵
庫
県
加
西
郡
下
里
村 

多
聞
寺
　
奥
村
湛
堂

三
重
県
北
牟
婁
郡
海
山
町
白
浦 

常
林
寺
　
竹
内
寛
苗

三
重
県
北
牟
婁
郡
海
山
町
船
津 

永
泉
寺
　
加
納
深
禅

三
重
県
多
気
郡
宮
川
村
熊
内 

大
通
寺
　
芥
川
善
翁

三
重
県
北
牟
婁
郡
海
山
町
相
賀 

雲
祥
寺
　
横
江
俊
英

三
重
県
北
牟
婁
郡
海
山
町
便
ノ
山 

宝
泉
寺
　
斉
藤
岑
秀

三
重
県
尾
鷲
市
行
野
浦 

永
林
寺
　
二
村
文
長

三
重
県
南
牟
婁
郡
遊
木
村 

光
明
寺
　
鬼
頭
弘
堂

三
重
県
南
牟
婁
郡
有
馬
村 

安
楽
寺
　
佐
野
良
雄

三
重
県
南
牟
婁
郡
飛
鳥
村
大
又 
大
義
院
　
吉
田
喆
雄

三
重
県
南
牟
婁
郡
飛
鳥
村 
永
明
寺
　
鈴
木
接
周

三
重
県
南
牟
婁
郡
泊
村
古
泊 

海
恵
寺
　
安
藤
俊
方

三
重
県
南
牟
婁
郡
阿
田
和
村 

宝
積
寺
　
山
中
寛
禅

三
重
県
志
摩
郡
的
矢
町
渡
鹿
野 

前
海
寺
　
竹
川
寛
宗

三
重
県
熊
野
市
神
川
町 

万
重
寺
　
篠
原
柏
禅

三
重
県
熊
野
市
神
川
町 

西
光
寺
　
森
川
黙
道

長
野
県
下
伊
那
郡
旦
開
村 

瑞
光
院
　
久
我
賢
孝

静
岡
県
伊
東
郡
冨
戸
町 

永
昌
寺
　
山
田
万
夫

静
岡
県
賀
茂
郡
梓
村
順
原 

法
雲
寺
　
渡
辺
強
三

岐
阜
県
恵
那
郡
久
須
見
町 

長
徳
寺
　
篠
田
大
巧

京
都
府
北
桑
田
郡
美
山
町 

林
昌
寺
　
平
井
正
道

山
口
県
大
津
郡
向
津
具
村 

向
徳
寺
　
中
村
透
玄

秋
田
県
河
辺
郡
和
田
村 

高
岳
寺
　
伊
藤
秀
夫

長
崎
県
対
馬
国
下
県
郡
佐
須
村 

福
泉
寺
　
日
高
隆
徳

新
潟
県
北
蒲
原
郡
岡
方
村 

長
安
寺
　
坂
井
良
喜

茨
城
県
稲
敷
郡
牛
久
村 

東
林
寺
　
松
本
重
之

山
梨
県
東
山
梨
郡
岡
部
村 

隆
昌
寺
　
池
田
実
道

山
梨
県
東
八
代
郡
石
和
町 

元
正
院
　
中
根
貫
道

愛
知
県
幡
豆
郡
吉
良
町
乙
川 

正
法
寺
　
今
川
泰
明

愛
知
県
西
加
茂
郡
猿
投
町 

薬
王
寺
　
山
内
本
良

名
古
屋
市
中
村
区
長
草
町
五
二 

　
　
　
　
中
村
古
巌

名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
町 

　
　
　
　
江
口
指
禅

 

（
順
位
不
同
）
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八
、
三
十
三
世
川
口
義
明
の
「
暫
暇
願
」

　
山
田
慧
等
の
法
嗣
で
三
十
三
世
光
山
義
明
は
、
明
治
四
十
四
年
四

月
か
ら
大
本
山
総
持
寺
別
院
（
現
在
、
大
本
山
総
持
寺
祖
院
）
に
掛

搭
し
た
が
、
翌
四
十
五
年
二
月
五
日
に
は
実
母
が
病
気
に
な
っ
た
た

め
帰
郷
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
二
月
六
日
よ
り
三
週
間
の
「
暫
暇

願
」
を
石
山
俊
覚
が
保
証
人
と
な
っ
て
別
院
監
寺
寮
へ
提
出
し
聞
届

け
ら
れ
て
い
る
。
石
山
俊
覚
は
同
安
居
者
か
、
古
参
和
尚
か
、
そ
れ

と
も
役
寮
で
あ
っ
た
か
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
曹
洞
宗
全
書
』

大
系
譜
（
一
）（
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
　
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
）

三
一
七
頁
に
よ
れ
ば
、
秋
田
県
大
館
市
花
岡
町
の
信
正
寺
十
九
世
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
「
暫
暇
願
」
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
に
圭
室
文
雄
先
生

（
明
治
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
「
曹
洞
宗
大
本
山
総
持

寺
能
登
祖
院
古
文
書
目
録
」
に
「
暫
暇
願
等
綴
」（N

o. 17,441
）

が
あ
り
、
そ
の
差
出
人
項
に
「
川
口
義
明
他
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

判
明
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
撮
影
し
提
供
い
た
だ
い
た
祖
院
の
中
田

玄
丈
氏
と
圭
室
文
雄
先
生
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

川口義明の「暫暇願」
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九
、「
熱
田
宮
全
圖
」
の
旧
蔵
者
と
付
箋
の
翻
刻

　
最
近
、
高
力
種
信
自
筆
の
「
熱
田
宮
全
圖
」
の
旧
蔵
者
が
判
明
し

た
。
そ
れ
は
自
筆
図
が
昭
和
九
年
十
月
一
日
よ
り
三
日
間
、
大
名
古

屋
祭
協
賛
の
た
め
市
立
名
古
屋
図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
郷
土
絵
図
展

覧
会
に
出
品
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
録
（
昭
和
九
年
九
月
　
市
立
名

古
屋
図
書
館
）
の
十
五
頁
に
は
、

　
　
一
二
七
　
熱
田
宮
全
圖
　
文
化  
三
年
丙
寅
九
月
下
旬
　
高
力
種

信
画
　
一
　
村
木
国
次
郎
蔵

と
あ
り
、
村
木
国
次
郎
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
目
録
を
み

る
と
、
村
木
氏
は
他
に
も
九
点
を
出
品
し
て
お
り
、
当
時
、
中
区
白

川
町
一

－

四
（
ま
た
は
一

－

三
）
に
居
住
し
て
い
た
郷
土
資
料
蒐
集

家
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
展
覧
会
の
出
品
中
よ
り
、
熱
田
神
宮
に
関

す
る
も
の
の
一
部
を
採
択
し
て
収
載
し
た
『
熱
田
神
宮
圖
録
』
が
、

翌
十
年
十
月
に
郷
土
絵
図
展
覧
会
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、

　
　
十
　
熱
田
宮
全
圖
　
　
　
　
　
　
村
上
国
次
郎
氏
蔵

　
　
　
　
　「
文
化
三
年
丙
寅
九
月
下
旬
　
高
力
種
信
図
之
」

と
あ
り
、
全
体
の
写
真
と
付
箋
が
付
い
た
一
部
の
寺
社
名
な
ど
が
翻

刻
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
翻
刻
の
み
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
で

は
す
べ
て
の
付
箋
を
翻
刻
し
該
当
す
る
所
に
置
い
て
み
た
い
。
な

お
、
自
筆
図
が
『
熱
田
神
宮
圖
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

熱
田
神
宮
内
熱
田
文
庫
文
化
研
究
員
の
野
村
辰
美
氏
よ
り
御
教
示
を

受
け
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
岩
瀬
文
庫
に
所
蔵
す
る
転
写
図
の
冒
頭
の
「
尾
張
熱
田
宮

全
圖
」
は
本
来
、
巻
子
装
の
外
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
修
覆
の
時
、
内

題
の
前
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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熱田宮全圖

間遠ノ渡リ

熱田潟

御茶屋

桑名楼常燈明
西浦

御殿

浮嶋

姥堂

東浦

楠御前

稲荷

鈴御前

呼続浜古跡
大黒

寝覚楼
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大瀬古

亀足井

正覚寺

戸
神

中
駅

喜見寺

源太夫宮

扇ノはし

市場

景清ノミヤ

亀井道場

時ノ鐘

氷上遥拝所

円通寺

日破社
大福田

松雄社

南新宮

祝詞師田島
氏

八剱宮

地蔵院

清雪門

東六社 御供所

井
二十五丁橋

大宮司千秋
氏

古
瀬
中

町
所
御
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神官大喜
氏

沓石

春敲門

五重宝塔禁石
山王

不動院

神馬

腰掛石

田中 神宮寺大薬師

海蔵門

ナラズノ梅 文庫

内天神

蓬ケ嶋透垣

夢違観音

惣検校馬場
氏

岩戸旧跡
瀧元坊

青衾神社

法華堂

誓願尼寺
政所

紀太夫宮
外天神

仮殿

鎮皇門

雲見山
一御前

土神

山神

月宮

□□清水
金社

龍神
清水社

御本宮
加□

二名

右王社
御籠

楽所

并殿
立明

山
王
医

西六社

佐久間燈篭
愛染院

勅使殿

神楽所
左王社

楽所

井

今宮八幡

彦若
乙子

浅間
赫社

稲荷
王若

御蔵
田神

子安

神宮社

橋小屋

御幸道
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横田玉ノ井

松岡社

社僧座主

 総
（ママ）
持寺

白鳥社

第二ノ鳥居

ダンブ山

高蔵大明神

宮谷観音

常行堂

岸
鳥
白

□□□　

□□□□

□□□□
□
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幡屋里

法花塔

古渡ノ跡

沢観音跡

頭
尾

第一ノ鳥居

金山社

沢観音

蝿生樹

城之檀　　　

　治承年中　

　源平古戦場
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尾頭住吉

文化三年丙寅九月下旬高力種信圖之
印 印
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十
、
陸
軍
の
空
中
写
真
と
吉
田
初
三
郎
の 

 

鳥
瞰
図
よ
り
み
た
法
持
寺
周
辺
　
　

　
平
成
二
十
五
年
四
月
に
林
董
一
先
生
（
愛
知
学
院
大

学
名
誉
教
授
）
よ
り
野
村
真
平
氏
の
著
わ
し
た
『
熱
田

駅
・
熱
田
運
河
・
常
滑
線
の
今
昔
』（
平
成
二
十
五
年

三
月
　
野
村
真
平
）
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
熱
田
区

の
今
昔
を
地
図
と
写
真
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
も
の

で
、
公
文
書
館
や
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
す
る
地
籍
図
や

地
図
、
そ
れ
に
空
中
写
真
な
ど
を
と
り
入
れ
て
今
昔
を

比
較
し
て
い
る
。

　
五
十
四
頁
の
14
図
（
２
）
を
み
る
と
、
昭
和
十
、
十

一
年
頃
に
旧
陸
軍
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
を
立
体
視
で

き
る
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
熱
田
神
宮
の
西
側
が

と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
法
持
寺
と
白
鳥
御
陵
の
周
辺

を
空
中
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
部
分
を
あ
げ

る
と
下
段
図
の
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
『
尾

張
名
所
図
会
』
や
旧
境
内
地
、
見
取
図
な
ど
と
比
較
し

て
み
る
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
っ
て
お
ら
ず
、
三
十
四
世
諦

旧陸軍の空中写真　昭和10～11年（上：立体視、下：拡大写真）
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観
高
明
が
墨
で
描
い
た
「
白
鳥
山
法
持
寺
見
取

図
」
と
は
よ
く
符
合
し
て
い
る
。

　
五
十
八
頁
の
15
図
（
２
）
は
、
戦
後
の
昭
和
二

十
一
年
六
月
に
米
軍
が
撮
影
し
た
空
中
写
真
で
、

そ
れ
を
立
体
視
で
き
る
。
ま
た
、
拡
大
し
て
み
る

と
、
伽
藍
が
焼
失
し
建
物
の
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
十
八
年
の
空
中
写
真
（
次

頁
上
段
図
）
と
も
対
照
し
て
み
る
と
、
法
持
寺
は

白
鳥
御
陵
の
東
側
に
移
り
、
旧
境
内
地
は
宮
中
学

校
と
な
っ
て
い
る
。
白
鳥
御
陵
と
宮
中
学
校
の
周

辺
は
新
し
く
道
路
が
造
成
さ
れ
て
お
り
、
戦
前
の

地
形
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

　
同
じ
く
空
中
か
ら
み
た
絵
図
が
あ
る
（
次
頁
下

段
図
）。
そ
れ
は
京
の
鳥
瞰
図
絵
師
の
吉
田
初
三

郎
（
一
八
八
四

－
一
九
五
五
）
が
描
い
た
鳥
瞰
図

で
、
昭
和
八
年
三
月
に
名
古
屋
市
役
所
よ
り
発
行

さ
れ
た
『
観
光
の
名
古
屋
市
そ
の
附
近
』
に
所
収

し
て
い
る
。「
白
鳥
陵
」
の
南
側
の
高
台
に
法
持

寺
は
あ
る
が
、
寺
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

米軍の空中写真　昭和21年（上：立体視、下：拡大写真）
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昭和38年空中写真

吉田初三郎の鳥瞰図
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十
一
、「
大
名
古
屋
八
十
八
ヶ
所
遍
路
ス
タ
ン
プ
」 

 

に
お
け
る
法
持
寺
の
ス
タ
ン
プ
　
　

　
昭
和
九
年
は
釈
尊
入
滅
二
五
〇
〇
年
、
弘
法
大
師
空
海
の
一
千
年

大
遠
忌
に
あ
た
る
た
め
、
名
古
屋
市
内
の
弘
法
大
師
と
縁
の
あ
る
各

宗
派
の
住
職
が
集
っ
て
慶
讃
会
を
結
び
、
新
た
に
大
名
古
屋
八
十
八

ケ
所
の
札
所
を
開
創
し
た
。
法
持
寺
は
第
五
十
六
番
札
所
に
な
っ
て

お
り
、
札
所
で
は
毎
月
二
十
一
日
の
弘
法
大
師
月
命
日
に
巡
拝
者
の

便
宜
を
図
り
、
そ
の
他
に
も
必
要
な
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

事
務
所
は
西
区
御
幸
本
町
通
の
新
愛
知
新
聞
社
事
業
部
内
に
置
き
、

幹
事
に
は
横
地
全
映
（
願
成
寺
）、
加
藤
晁
堂
（
福
寿
院
）、
山
田
奕

鳳
（
高
顕
寺
）、
真
野
耕
雲
（
相
応
寺
）、
六
方
隆
視
（
正
覚
寺
蘭
崇

院
）、
若
林
董
学
（
白
林
寺
）、
横
井
良
琪
（
七
ツ
寺
）、
中
西
諦
亮

（
東
界
寺
）、
山
田
秀
巌
（
大
師
寺
）、
大
沢
真
応
（
法
蔵
寺
八
角

堂
）
が
就
い
た
。

　
同
年
八
月
二
十
一
日
よ
り
「
新
愛
知
新
聞
」
に
札
所
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
九
月
に
は
印
刷
所
の
高
橋
成
弘
社
（
中
区
南
呉
服
町
）
よ

り
納
経
帳
の
『
大
名
古
屋
八
十
八
ヶ
所
御
納
経
』
が
発
行
さ
れ
た
。

十
一
月
に
は
新
愛
知
新
聞
社
が
札
所
寺
院
の
略
由
緒
や
交
通
案
内
な

ど
を
記
し
た
小
雑
誌
の
『
大
名
古
屋
八
十
八
ヶ
所
霊
場
記
』
を
発
行

し
た
。
さ
ら
に
翌
年
三
月
に
は
、
印
刷
所
の
東
洋
嶄
新
社
（
中
区
矢

場
町
）
か
ら
納
経
帳
の
『
大
名
古
屋
八
十
八
ヶ
所
御
納
経
』
が
発
行

さ
れ
た
。
こ
の
納
経
帳
は
札
所
寺
院
の
住
職
に
よ
っ
て
番
号
、
本

尊
、
所
在
地
、
山
号
、
寺
号
が
揮
毫
さ
れ
て
お
り
、
番
外
に
大
名
古

屋
三
大
師
の
寺
院
も
加
わ
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
納
経
帳
と
と
も
に
札
所
で
ス
タ
ン
プ
を
押
印
す
る
ス
タ
ン

プ
帳
も
発
行
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
刊
行
年
月
日
は
明
ら
か
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で
な
い
。「
大
名
古
屋
八
十
八
ヶ
所
遍
路
ス
タ
ン
プ
」
と
題
す
る
折

本
帳
と
な
っ
て
お
り
、
札
所
の
遍
路
ス
タ
ン
プ
が
カ
ラ
フ
ル
な
カ

ラ
ー
イ
ン
ク
で
押
印
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
は
今
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
最
近
、

古
書
肆
よ
り
遍
路
ス
タ
ン
プ
帳
を
入
手
し
た
。
法
持
寺
の
ス
タ
ン
プ

は
、
緑
色
の
イ
ン
ク
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
山
門
左
手
前
方
よ
り
山

門
を
な
が
め
た
景
色
で
あ
る
。山
門
額
に
は
「
白
鳥
山
」と
あ
り
、
ス

タ
ン
プ
の
外
側
の
左
上
に
は
白
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。『
法
持
寺
史
』

刊
行
後
に
ス
タ
ン
プ
を
知
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
と
り
あ
げ
て
み
た
。

十
二
、
法
持
寺
本
堂
の
仏
像
の
大
き
さ

　
法
持
寺
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像
の
八
体
は
、
昭
和
二
十
年

五
月
十
七
日
未
明
の
戦
火
を
免
れ
た
仏
像
で
あ
る
。
戦
後
作
成
さ
れ

た
の
は
瑩
山
禅
師
木
像
と
現
在
の
本
尊
釈
迦
如
来
像
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
『
法
持
寺
史
』
九
頁
以
後
の
「
戦
災
を
免
れ
た
仏
像
」
の
掲
載

順
に
大
き
さ
な
ど
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　
本
尊
延
命
地
蔵
菩
薩
像

　
　
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
十
セ
ン
チ
、幅
五
十
四
セ
ン
チ
、奥
行
四
十
五

セ
ン
チ

　
脇
侍
の
掌
善
童
子
（
右
）

　
　
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
、幅
五
十
セ
ン
チ
、奥
行
三
十
五
セ
ン
チ

　
脇
侍
の
掌
悪
童
子
（
左
）

　
　
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
、幅
三
十
五
セ
ン
チ
、奥
行
三
十
五
セ
ン
チ

　
高
見
薬
師
如
来
像

　
　
高
さ
七
十
セ
ン
チ
、幅
七
十
セ
ン
チ
、奥
行
六
十
五
セ
ン
チ

　
招
宝
七
郎
大
権
修
理
菩
薩
像

　
　
高
さ
八
十
二
セ
ン
チ
、幅
五
十
三
セ
ン
チ
、奥
行
三
十
七
セ
ン
チ

　
菩
提
達
磨
大
和
尚
像

　
　
高
さ
八
十
セ
ン
チ
、幅
五
十
五
セ
ン
チ
、奥
行
四
十
セ
ン
チ

　
道
元
禅
師
木
像

　
　
高
さ
八
十
七
セ
ン
チ
、幅
七
十
六
セ
ン
チ
、奥
行
四
十
セ
ン
チ

　
瑩
山
禅
師
木
像

　
　
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
、幅
六
十
セ
ン
チ
、奥
行
三
十
セ
ン
チ

　
開
山
明
谷
義
光
木
像

　
　
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
三
十
四
セ
ン
チ
、幅
一
メ
ー
ト
ル
十
セ
ン
チ
、

奥
行
五
十
三
セ
ン
チ


